
研究概要と進捗状況（2024年7月時点）

Test the band  
using Sentinel 2 
Datasets

No Choosing top bands based on 
S2

Sentinel-2 (20m Resolution)

1 700 nm (Rank7) 705 nm(B5)
2 750 nm (Rank 20) 740 nm(B6)
3 770 nm (Rank 3) 783 nm(B7)
4 860 nm (Rank 14) 865 nm(B8A)

Fig: Segmentation of Sentinel Data on 2021-August-10 
only included water area

Reference: Plastic Litter Project 2021, 
University of AEGEAN
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Fig: Sentinel Data on 2021-August-10

②機械学習によるプラごみ観測のための最
適波⻑の選定

環境政策等への貢献
• 街中ごみを可視化することで、効果的な汚染対策の立案に寄与。継続的なモニタリングにも貢献

• 河川での連続モニタリングから、どの流域が汚染源であるのかを特定可能に → 汚染対策への貢献
• ウェブカメラによる連続観測とドローン観測による定量化から、海岸漂着ごみ量の時空間変動特性を明らかにし、

効果的な清掃活動や正確な処理費用の算定に寄与

• ウェブサービスにより、誰でも簡単に最新のAI技術に基づいて、海岸漂着ごみの定量化が可能
• 衛星搭載型のプラごみ監視に特化したスペクトルカメラを開発 → 汚染源の特定や、重点的にごみ回収が必要な海

岸、効果的な洋上回収の提案が可能に
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「AIとリモートセンシングがつなぐ街から海岸までの包括的プラス
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研 究 期 間 2023年度～2025年度

研 究 キ ー ワ ー ド プラスチックごみ、AI、リモートセンシング、画像解析、廃棄プラスチックのフロー

環境研究総合推進費中間研究成果サマリー

①市⺠科学と深層学習による街中ごみの定量化 ②ドローンとゲームエンジンによる学習データと深層学習モデル
の構築

③東アジア縁辺海における漂着ごみ予報実験

サブテーマ1.市民科学によるビッグデータと深層学習を活用した街中プラスチックごみ分類・定量化手法の構築 

サブテーマ4. 衛星スペクトル観測による高頻度プラスチックごみ検出手法の確立 

①プラごみなど漂着物のスペクトルを測定

②の結果を元に衛星画像中のHDPEと⽊材を判別

③プラごみ観測に特化した偏光スペクトルカメラも開発中！

サブテーマ3.リモートセンシングとAIを活用した海岸における

プラスチックごみ分類・定量化手法の構築 
サブテーマ2.深層学習に基づく河川浮遊プラスチックごみ輸送の
定量化手法の構築 


